
IjjJ立公害日f究所特別研究報告

Report of Special Research from the National Institute for Environmental Studies. Japan 

SR-3-'89 

NIES 
THE NATIONAL INSTITUTE FOR ENVIRONMENTAL STUDIES 

環涜庁 国立公害研究所



972194 バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニ
            環境庁　国立公害研究所 1989/03
１　研究の目的と経緯
２　研究の成果と概要
２．１　バックグラウンド地域における各種媒質中の特定汚染物質及び生物相遷移の長期モニタリング手法に関する研究
２．１．１　摩周湖における各種媒質中の特定汚染物質のバックグラウンドモニタリング手法の研究
２．１．２　離島等における大気特定汚染物質のバックグラウンドレベルのパイロットモニタリング手法の研究
Ａ　隠岐島における大気粉じん成分の長期的モニタリング
Ｂ　バックグラウンドオゾンの挙動
２．２　特定汚染物質の選択的検出法及び高感度分析技術の開発
２．２．１　マイクロ派プラズマによる有機塩素化合物等の高感度高選択性検出法の研究
２．２．２　大気圧作物型質量分析計による環境汚染物質の超高感度測定法の研究
２．２．３　液体クロマトグラフィー共鳴ラマン分光法による汚染物質の高選択性分析
２．２．４　レーザー飽和励起共鳴原子蛍光法による鉛の高感度分析
２．２．５　半導体レーザー赤外分光法による大気微量汚染成分の連続モニタリング法の検討
２．３　二枚貝類による長期沿岸海洋汚染モニタリング手法の研究
２．４　環境試料の長期保存によるモニタリング手法の研究
２．５　まとめ
[資料]
Ⅰ　研究の組織と研究課題の構成
１　研究の組織

２　研究課題と担当者
Ⅱ　研究成果発表一覧
１　誌上発表
２　口頭発表
３　本特別研究にかかわる刊行物



















972194 バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニ
２　研究の成果と概要



















































972194 バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニ
２．２　特定汚染物質の選択的検出法及び高感度分析技術の開発
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